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丈巍 ） 抄

　ア ル コ ー
ル 醗酵に 於 け る 雜 菌汚 染防止剛と して の

　 抗 生 物 質

　　 DAY ，　W ．　H ．，　SERJAK ，　W ．　C．，STRATToN ，

　　 J，R．、　 and 　STQNE ，
　 L ．： J．　 Agri ．　 Food

　　 Chem ．，2，252 （1954）

　 ア ル コ ール 醗醐 寺に 穀 類醪の 醸 酵 に 於 い T は醪 中 に

混 在 す る細 菌 に依 り過 剰 の 乳 酸 の 飽 成 及 び ア ル コ ール

收 量 の 低下 を衆 し，或 る場 合 に は蒸溜 ア ル コ ール の 品

質 に 悪影 響 を及 ぽ す少量 の 副産物を生 成 す る こ とが あ

る．著者 等 は 種 々 の 物 質 を 添 加 し τ 雜 蔚 汚 染 を防 止 し

よ う と試 み たが ，之等 の 内 抗 生 物質に つ い T そ の 勳果

を比 較 し ナ：．實 驗 室 的研 究 で は O．75 乃至 2．0單 位 ／inl

の
・〈　＝＝ シ リ ン 添 加 が最 も有効 で ， オ P レ オ マ イ シ ン

，

バ チ ト ラ シ ン ，ク 卩 ロ マ イ セ チ ン ，テ ラ マ イ シ ン が 之

に 衣 ぎ，タ イ ロ ス ラ イ シ ン 及 び ス ト レ プ トマ イ シ ン
，

ポ リ ミ キ シ ン B は殆 ん ど無効で あ る こ と を 認 め T い

る．而 して 著 者 は
・
〈　＝ シ リ ン に つ い て 更 に 詳細 な研 究

を行 つ て い る ．印ち正 常 な工 揚醸酵 の 1000〜10
，
　000倍

量 の 雜 歯 汚 染 の 場合 ｝1 單 位 ／ml を 0 ，24，48時 間 後 に

加 え る とtkec數 は著 し く低下 し，0 時間 に の み 添加 す

る場合 に も96時 間 迄靜 菌 的 に 働 き謝 照 の 如 き細 蕾 數省

加 は 認 め られ ない ．梁 ベ ニシ リン の 添 加 に 依 り醗酵 後

期 よ bの 酵母 數 の 著 し き減少 が 防」h され ，且 つ 殘存 ア

ミ ラ ーゼ カ も大 で あ る こ とを認 め て い る，

　エ場實 驗 で は ・〈・・＝シ リ ン を 1 單位／ml 加 えた揚合實

驗室 で 認 め た事項が 確認 せ られ，得 られ た醪 よ b ウ イ

ス キ ・・をつ く b樹照 と比鮫 し T い る が 化學 的 に も感應

的 に も兩 者 の 相 異 は な い と述 ぺ τ い る．そ して
t〈・；シ

リ ン の 使 用 量が 少 くて よ い 事及 び その 債格の 低廉 なる

點 よ り經濟 的 に も利用 價値があ る と結論 し て い る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （芝崎 ）

　ク ロ ラン プ エ ニ コ ール の 作 用機構

　 IE ．coli の ア ン モ ニ ア 同 化及び 蛋白質，核酸合

　　 成 に 對する作用

　　WlssEMAk ，　C．　L ，6t　al ： J．　Bact ．，67，662

　　 （1954）

　 ク 卩 ラ ン フ エ E コ ール （以 下 Ch ）の 微 生 物 に 對する

作用機構 とし T は 從 來 多 くの 研究が な され τ い る．著

者等 は 1951年 頃 よ りCh が 蛋 白 質合成 を限害す る
．
可能

性を認 め 丁 居 り， 本 報で
』
は Es．　coti を 用 い ，ア ン モ ニ

ア 同化 ，蛋 白 質 ，及 び核 酸 合 成 に及 ぽ す影響 を檢討 し，

．
鐐

Ch の 活 用 機構 に 對 する 假 設 を提案 し て い る．實驗手

段 とし て は WARBURG の マ ノ メ ータ ー 分 光光電 光

度 計 g 化 學 的 な方 法 を用 い て い る．Es．coli の ア ン モ ニ

ア 同化 に 對す る Ch の 作 用 は細菖 の 發育 ；Z　￥／iす る作用

と全 く併 行 的 に行 わ れ るが ， 酸 素消費 に 對 しで は稍 々

異 な る 阻 害形 式 を示 す。細 蔚 の 發育 と260m μで 吸收 を

示 す物 質の 生 成關係 は Ch の 添 加 に 依 りそ の 併行 性は

破れ 發育 は 阻害され るが，後者 の 生 成 は 阻害 され ない 。

こ の 事實を更 に 化學 的 に 分析し 丁 居 るが こ れ に 依つ T

も， log　phage に あ る細 菌 に Ch を加 え る と急速 に 蛋

白 合 成 が 阻害され る が RNA ，　 DNA の 生 産 は 全 然 阻

害 を來 さな い ．更 に 著者 は glycine1 ・C14 を 用 い ，之

が 細菌蛋 白 質及核酸 プ リ ン へ の 移行 に 封 す る Ch の 影

響 を調 ぺ glycine の radioactivity 測定 に 依 り細 菌

の 發育 阻 害．と併行 的 に 蛋 白 質 へ の 移行 は阻害 され T い

るが RNA ，　 DNA の ア デ ＝ ン s グ ア ＝ ン へ の 移行 は

全 く阻 害 が 認 め られ な い ．

　 以 上 の 事 實及 び過去の 知見 よ bCh は 蛋 白 質合成 に

於 い て 或 種 の 重 要 な構 造 單位 ， （蛋 白分 子 の 活 性 成 分，

蛋 自 合 成 に 關與 す る未 知 の Coenzyme 或 は そ の 他 の

物 質で あ る と假定） の Metabollc 　 antagenist とし て

作 用 す る と云 う假 設 を提 示 して い る．　　 （芝崎）

　 ク ロ ラ ン プエ ニ コ ール の 作 用 機構

　 1　L・StereoEsomer に 依 る細 菌 の D 一ポ リペ プ

　　　チ ツ ド生成 の 阻 害

　　 HAHN
，
　F。　E ．　et 　 al ： J．　Bact ．，67674 （1954）

　 ク ロ ラ γ
フ エ ；一：コ ー

ル （以 下 Ch ）に は立體 異性が 4

つ あ るが，その 内 L（十 ｝−erythroigomer は B
，
　subtilis

の D （一）−glutamyl 　polypeptide の 生 成を阻 害する が ，

細 苗 の 發育 は殆 ん ど阻 害 し な い ．Ch は 逆 に 細菌の 發

育 を 阻害す るが D （一）
−glutamyl 　polypepti（leの 生

成 を 阻 害 し ない こ とを認 め 广こ．D （一）
−erythro

，
　 L（＋ ）

threoisomer は 繭者何 れ も阻害し な い ．

　光學 的 に 封稱的 な異性體 に 依 bL一蛋 白質 ，
　 D ・poly−

peptide が 阻害され る事實 よ b，Ch は 立體構造的 に特

異的 な阻 害作 用 を示 す もの で ，
』
螢 白合 成 に 關 與 す る未

知 の 作 用 體 と構 造 的 に 類似 し且 つ そ の Antagonist と

し て 作用 す る もの とし ，
L（＋ ）

−
erythroisomer に よ

る polypeptide 生 成 阻 害 は Ch の 揚合 と同 檬 な機構

に 依 り行 わ れ る
『
もの で

一
種 の Ant ｛metabolite とし 丁

作 用 す る もの と述 べ て い る．　　　　　　　 （芝 崎 ）
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